
定 例 記 者 懇 談 会 次 第 
令和３年６月25日(金) 午後1時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階庁議室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 市長説明 

最近の市政運営について（別紙あり） 

 

 

３ 質疑応答 

 

 

４ 報道提供資料 

 ◇アメリカ・サーフィンチームの五輪事前合宿 日程等について ……… 資料１ 

 ◇令和３年度市民意識調査について     ………………………………… 資料２ 

◇64歳以下のワクチン接種実施計画について ……………………………  資料３ 

◇今年度の海水浴場の利用方法などについて  …………………………… 資料４ 

◇保育園・幼稚園への冷茶ディスペンサーの寄贈式  …………………… 資料５ 

◇牧之原市竜巻等災害義援金の配分について …………………………… 資料６ 

 

 

５ 懇  談 

 

 

６ 閉  会  

 

 

 

次回記者懇談会 ７月 21日（水） 午後１時 15分～ 

※市長公務の都合により、変更の可能性があります。 



 

定例記者懇談会 資料№1 

令和 3年 6月 25日 

企画政策部情報交流課 

0548-23-0040 
 

東京五輪 アメリカ・サーフィンチーム事前合宿について 
 

 

１ 概要  牧之原市とアメリカ・サーフィンチームとの間で調整がすすめられてきた、 

東京五輪の事前合宿について、日程等が決まりましたので公表させていただ 

きます。市民の安心・安全の確保を最優先事項と捉え、大会組織委員会など 

が作成した「プレイブック」を踏まえた『市の受け入れマニュアル』を作成 

し、新型コロナ感染防止対策に万全を期して実施していく方針です。 

 

２ 期間  令和３年７月 16日(金)～20日(火)  ４泊５日 

 

３ 人数  選手６人（男子３人、女子３人 ※男女各１人の補欠選手含む）  

関係者７人（ＣＥＯ、コーチ、トレーナーなど）  

               合計 13人（全員ワクチン接種済み） 

 

４ 練習会場  ①静波サーフスタジアム（ウェーブプール） 

         ②静波海岸（波の状況による） 

 

５ 宿泊施設  静波スウィングビーチ（※可能なら非公開でお願い致します） 

 

６ スケジュール 

７月 16日（金）アメリカチーム羽田空港着⇒《専用車で移動》⇒宿泊施設 

７月 17日（土）宿泊施設⇒《専用車》⇒練習会場⇒《専用車》⇒宿泊施設 

７月 18日（日）宿泊施設⇒《専用車》⇒練習会場⇒《専用車》⇒宿泊施設 

７月 19日（月）宿泊施設⇒《専用車》⇒練習会場⇒《専用車》⇒宿泊施設 

７月 20日（火）宿泊施設 ⇒《専用車で移動》⇒ 千葉県へ 

 

７ 「受け入れマニュアル」の新型コロナ感染防止対策（一部抜粋） 

・選手・スタッフは「受け入れマニュアルを遵守する旨の合意書」を市と取り交わす 

・出入国時に、空港検疫等において検査を実施する 

・滞在期間中は、原則、毎日スクリーニング検査を実施する 

・選手・スタッフの行動は、練習会場と宿泊施設のみに制限される 

 

８ 報道取材について（詳細が決まり次第、報道提供致します） 

ウェーブプールと海岸での練習取材をセッティングする予定です 
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令和３年度牧之原市市民意識調査結果について 

（企画政策部秘書政策課） 

１ 調査の概要 

・目  的 市の取り組みに対する市民の評価や意識を把握するとともに、第２

次総合計画の進捗管理及び推進の資料とするために実施する。 

 ・調査期間 ４月 28日（水）～５月 12日（水） 

 ・対  象 16歳以上の市民 1,400人を無作為抽出 

 ・実施方法 郵送による調査票配布及び回収（回答は無記名） 

 ・発 送 数 1,399通（転出等により１通未達） 

 ・有効回収数 790件 有効回収率 56.5％ (R2 832件 59.5％) 

 

２ 抽出方法の見直し 

 ・令和２年度までは、各年代の人口に合わせて割り振っていたが、若者の比率が低

い傾向にあったため、各年代の回答数が均等になるよう抽出数を見直した。 

年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答 合計 

R2 

発送 62 136 165 216 202 252 367 - 1,400 

結果 31 65 69 114 119 176 239 19 832 

年齢比 3.7% 7.8% 8.3% 13.7% 14.3% 21.2% 28.7% 2.3% 100％ 

R3 

発送 100 250 250 200 200 200 200 - 1,400 

結果 51 103 108 109 115 141 146 17 790 

年齢比 6.1% 13.0% 13.7% 13.8% 14.6% 17.8% 18.5% 2.2% 100％ 

 

３ 調査結果（一部抜粋） 

（１） 【今お住まいの場所に今後も住み続けたいと思いますか？】 

・「市内の他の場所へ移りたい」6.8%、「市外へ移りたい」18.1%を選択した方の移

りたい理由は次のとおり。 

定例記者懇談会 資料№2 

令和 3年 6月 25日 

企画政策部秘書政策課 

0548-23-0052 
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（２） 【市内外含め他の場所へ移りたい理由（24.9％）】回答上位３項目 

31.2%

52.0%

40.3%

31.1%

60.3%

38.4%

38.3%

47.9%

46.7%

50.5%

50.0%

39.6%

37.6%

47.8%

44.4%

34.8%

53.2%

45.8%

42.1%

43.1%

49.7%

0% 40% 80%

通勤や通学など交通面が不便だから

地震や津波などの被災のおそれがあるから

公共施設や大きな商店がなく 生活に不便だから

R3
(n=197)

R2
(n=201)

R1
(n=178)

H30
(n=182)

H29
(n=167)

H28
(n=219)

H27
(n=221)

・「地震や津波などの被災のおそれがあるから」が 10.1ポイント低下した。 

・「公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから」、「通勤や通学など交通面が不

便だから」が共に上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の場所へ移りたい理由 R3結果 R2結果 昨年比 

公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから 49.7% 45.8％ ＋3.9ポイント 

地震や津波などの被災のおそれがあるから 43.1% 53.2％ －10.1ポイント 

通勤や通学など交通面が不便だから 42.1% 34.8％ ＋7.3ポイント 
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（３） 【市の取組への満足度：一覧】 

 Ｒ３ Ｒ２ 

差 

（Ａ）-（Ｂ） 順位 

満足度 

（Ａ） 

順位 

満足度 

（Ｂ） 

健
康
福
祉 

１ 子育て支援の取組 6  0.24  6  0.25  -0.01  ⇘ 
２ 幼稚園・保育園・認定こども園等の充実 2  0.53  2  0.51  0.02  ⇗ 
３ こども医療費制度 1  1.08  1  1.10  -0.02  ⇘ 
４ こども医療費以外の経済的支援制度 28  -0.05  19  0.03  -0.08  ⇘ 
５ 高齢者への福祉サービスの取組 13  0.15  17  0.05  0.10  ⇗ 
６ 障がい者への福祉サービスの取組 16  0.12  18  0.04  0.08  ⇗ 
７ 福祉施設などの整備 25  -0.02  25  -0.09  0.07  ⇗ 
８ 健康づくりサービスの推進 19  0.08  8  0.20  -0.12  ⇘ 
９ 健康相談などの日常的な保健活動 14  0.13  8  0.20  -0.07  ⇘ 
10 公共スポーツ施設の整備 40  -0.28  38  -0.30  0.02  ⇗ 
11 救急医療体制の整備、榛原総合病院の診療体制 51  -0.45  47  -0.53  0.08  ⇗ 
12 地域の福祉にかかわるボランティアの活動や取組 20  0.07  23  -0.01  0.08  ⇗ 

教
育
文
化 

13 子どもを通わせたいと思える学校づくりへの取組 8  0.18  13  0.13  0.05  ⇗ 
14 小・中学校施設の整備 9  0.17  7  0.23  -0.06  ⇘ 
15 生涯学習など教養を高める機会の提供・趣味などのサークル活動への参加機会の提供  4  0.35  4  0.34  0.01  ⇗ 
16 学校・家庭・地域での子どもたちへの教育力向上の取組 18  0.10  21  0.02  0.08  ⇗ 
17 文化や芸術に触れる機会を提供（充実）する取組 31  -0.11  32  -0.19  0.08  ⇗ 
18 伝統文化や歴史文化財を守り、活用していく取組 14  0.13  14  0.09  0.04  ⇗ 
19 図書館の機能充実や図書館整備に関する取組 11  0.16  43  -0.42  0.58  ⇗ 

産
業
経
済 

20 農林漁業の担い手への支援の取組 49  -0.44  51  -0.57  0.13  ⇗ 
21 特産品の消費推進の取組 41  -0.29  42  -0.41  0.12  ⇗ 
22 耕作者がいないなど、荒地となった農地の対策や利活用の取組  58  -0.91  58  -0.99  0.08  ⇗ 
23 茶業安定のための取組 47  -0.42  53  -0.62  0.20  ⇗ 
24 サガラメ（海草の一種）などの繁殖する藻場の復元への取組  49  -0.44  48  -0.53  0.09  ⇗ 
25 企業誘致の取組 55  -0.68  54  -0.64  -0.04  ⇘ 
26 起業者支援、産業雇用支援の取組 53  -0.58  50  -0.55  -0.03  ⇘ 
27 商工業の振興の取組 52  -0.48  46  -0.52  0.04  ⇗ 
28 商店街の魅力向上の取組 56  -0.73  56  -0.81  0.08  ⇗ 
29 観光誘客促進のための取組 54  -0.61  55  -0.67  0.06  ⇗ 
30 各種イベントの開催 46  -0.40  43  -0.42  0.02  ⇗ 

生
活
基
盤 

31 道路や河川の補修・整備 36  -0.18  40  -0.38  0.20  ⇗ 
32 上水道施設整備の取組 17  0.11  24  -0.02  0.13  ⇗ 
33 計画的な土地利用の推進 44  -0.37  51  -0.57  0.20  ⇗ 
34 公園・緑地の管理や整備の取組 48  -0.43  49  -0.54  0.11  ⇗ 
35 生活環境対策などへの取組 11  0.16  10  0.20  -0.04  ⇘ 
36 公害防止対策への取組 9  0.17  15  0.07  0.10  ⇗ 
37 風力や太陽光など、再生可能エネルギーの活用への取組 25  -0.02  29  -0.17  0.15  ⇗ 
38 街並みや周辺の景観・美観への取組 39  -0.26  41  -0.38  0.12  ⇗ 
39 自然環境の保全への取組 33  -0.13  34  -0.24  0.11  ⇗ 
40 富士山静岡空港を活用するための取組 43  -0.33  38  -0.30  -0.03  ⇘ 
41 公共交通の充実（バス交通など） 57  -0.78  57  -0.82  0.04  ⇗ 
42 住宅地の整備や住宅地に関する情報の発信 45  -0.39  45  -0.46  0.07  ⇗ 

防
災 

43 震災・火災・水害・浸水対策への取組 34  -0.14  35  -0.27  0.13  ⇗ 
44 自主防災組織の強化のための取組 22  0.04  22  0.00  0.04  ⇗ 
45 家具等の転倒防止などの防災対策への取組 37  -0.19  29  -0.17  -0.02  ⇘ 
46 消防体制の整備（消防の広域化）への取組 7  0.23  5  0.26  -0.03  ⇘ 
47 盗難などの犯罪防止に対する取組 32  -0.12  27  -0.14  0.02  ⇗ 
48 学校や地域で子どもを守る取組 3  0.43  3  0.40  0.03  ⇗ 
49 悩みごと相談など各種相談窓口の充実 22  0.04  15  0.07  -0.03  ⇘ 
50 道路交通の安全対策（歩道などの整備） 41  -0.29  36  -0.28  -0.01  ⇘ 

市
政
経
営 

51 自治会の住民自治活動への支援 35  -0.15  28  -0.16  0.01  ⇗ 
52 地区公民館などの活動拠点の施設整備 24  0.01  19  0.03  -0.02  ⇘ 
53 ＮＰＯの育成・支援など、誰もが安心してボランティア活動に参加できる仕組みの整備  25  -0.02  33  -0.20  0.18  ⇗ 
54 行政と一緒になって、課題解決やイベントなどの事業を行う取組 28  -0.05  31  -0.17  0.12  ⇗ 
55 行政改革の取組 38  -0.25  36  -0.28  0.03  ⇗ 
56 市の情報や知りたい取組などについて、広報紙などによる充分な情報発信 5  0.30  11  0.18  0.12  ⇗ 
57 情報通信（光ファイバーなど）の環境整備の取組 30  -0.08  26  -0.13  0.05  ⇗ 
58 姉妹都市、友好都市との交流推進の取組 20  0.07  12  0.17  -0.10  ⇘ 

       青：上位５項目 

   

回答ごとに以下のとおり配点し、合計値を回答者数で割り算出。 

（「無回答」は回答者に含めない） 

 満  足：＋２点 やや満足：＋１点 

 やや不満：－１点 不  満：－２点 



4-4 
 

【19 図書館の機能充実や図書館整備に関する取組】 

 

 

（４） 【“公共施設の最適化”への市の取り組み状況の把握について】 

※令和３年度より、各取組ごとの認知度を集計するよう見直した。 

・複数回答とするなか、「知らない」が 28.0%となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

R3.4.17 
図書交流館いこっとオープン 

（回答の多い順） 
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（５） 【浜岡原子力発電所の今後についてどう思うか】 

・「浜岡原子力発電所は、停止しておいた方がよい」が減少傾向を示す。 

・「その他」には「廃炉」や「代替エネルギーへの転換」などが含まれる。 

・クロス集計結果は次のとおり 
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【浜岡原子力発電所の今後についてどう思うか：クロス集計（性別・年齢別）】 

 

 
 

４ 今後の予定 

 ６月 25日(金) 市 HP掲載予定（各コミュニティセンターへ配架） 

全項目の調査結果については、市ホームページをご覧ください。 

男性
（n=333）

女性
（n=420）

19歳以下
（n= 51）

20～29歳
（n=103）

30～39歳
（n=108）

40～49歳
（n=109）

50～59歳
（n=115）

60～69歳
（n=141）

70～79歳
（n=108）

80歳以上
（n= 38）

35.1 

38.3 

17.6 

30.1 

26.9 

35.8 

41.7 

42.6 

46.3 

60.5 

37.2 

19.5 

27.5 

22.3 

36.1 

34.9 

22.6 

26.2 

22.2 

21.1 

18.6 

25.7 

25.5 

29.1 

24.1 

20.2 

23.5 

20.6 

19.4 

13.2 

5.7 

14.8 

27.5 

16.5 

11.1 

8.3 

11.3 

7.1 

7.4 

2.6 

2.4 

1.4 

2.0 

1.9 

0.9 

0.9 

0.9 

3.5 

2.8 

0.0 

0.9 

0.2 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうがよい

浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうがよい

どちらともいえない

わからない

その他

無回答

0

男性
（n=364）

女性
（n=447）

19歳以下
（n= 31）

20～29歳
（n= 65）

30～39歳
（n= 69）

40～49歳
（n= 114）

50～59歳
（n=119）

60～69歳
（n=176）

70～79歳
（n=155）

80歳以上
（n= 84）

44.5 

44.3 

32.3 

27.7 

27.5 

37.7 

46.2 

54.5 

52.9 

45.2 

26.9 

19.9 

19.4 

29.2 

29.0 

23.7 

21.0 

22.2 

23.9 

17.9 

19.0 

23.0 

22.6 

24.6 

27.5 

23.7 

25.2 

14.8 

18.1 

22.6 

4.9 

11.0 

25.8 

15.4 

15.9 

9.6 

4.2 

3.4 

3.2 

13.1 

3.8 

0.7 

0.0 

1.5 

0.0 

4.4 

0.8 

4.5 

1.3 

0.0 

0.8 

1.1 

0.0 

1.5 

0.0 

0.9 

2.5 

0.6 

0.6 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうがよい

浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうがよい

どちらともいえない

わからない

その他

無回答

0

男性
（n=364）

女性
（n=447）

19歳以下
（n= 31）

20～29歳
（n= 65）

30～39歳
（n= 69）

40～49歳
（n= 114）

50～59歳
（n=119）

60～69歳
（n=176）

70～79歳
（n=155）

80歳以上
（n= 84）

44.5 

44.3 

32.3 

27.7 

27.5 

37.7 

46.2 

54.5 

52.9 

45.2 

26.9 

19.9 

19.4 

29.2 

29.0 

23.7 

21.0 

22.2 

23.9 

17.9 

19.0 

23.0 

22.6 

24.6 

27.5 

23.7 

25.2 

14.8 

18.1 

22.6 

4.9 

11.0 

25.8 

15.4 

15.9 

9.6 

4.2 

3.4 

3.2 

13.1 

3.8 

0.7 

0.0 

1.5 

0.0 

4.4 

0.8 

4.5 

1.3 

0.0 

0.8 

1.1 

0.0 

1.5 

0.0 

0.9 

2.5 

0.6 

0.6 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうがよい

浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうがよい

どちらともいえない

わからない

その他

無回答

0

R3 

R2 



 

新型コロナウイルスワクチン接種の状況及び 
64歳以下のワクチン接種実施計画について 

（健康推進部健康推進課） 

   

１ 予約状況                         ６月 23日現在 

区分 対象者数Ａ 予約済の人数Ｂ 予約済の率Ｃ（Ｂ/Ａ） 

高齢者数 14,800人 12,906人 87.2％ 

 

 

施設入所者 682人 682人 100.0％ 

一般高齢者 14,118人 12,224人 86.6％ 

 

２ 接種状況                         ６月 23日現在 

区分 形態 接種時期 対象者数 
１回目 ２回目 

接種済者 接種率 接種済者 接種率 

施設入所者 巡回接種 ４/30～ 682人 601人 88.1％ 587人 86.1％ 

一般高齢者 
個別接種 

５/17～ 14,118人 
3,729人 

59.3％ 
1,419人 

19.1％ 
集団接種 4,644人 1,278人 

計 14,800人 8,974人 60.6％ 3,284人 22.2％ 

 

３ 7月末までの高齢者接種について 

（１）県医療チーム派遣での接種 

実施日等 ６月 19日(土)９時～17時  総合健康福祉センターさざんか 

接 種 数 876人 

医療従事者 
県医療派遣チーム（聖隷医師・看護師・薬剤師） 

榛原医師会（あかほりクリニック、田形医院）、薬剤師会、市在宅看護師 

 

（２）県営大規模接種会場での接種 

実施日等 
６/25（金）、7/16（金）の２回接種  

６/26（土）、7/17（土）の２回接種 

接種見込数 626人（うちバス送迎等希望 84人）  

接種会場 吉田町総合体育館 
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４  64歳以下のワクチン接種実施計画 

（１）接種対象者の概数 

対象となる者  人数 

①  基礎疾患を有する者（20-64歳  総人口の 6.3％） 

    高齢者施設従事者     

2,820人 

1,184人 

②  64歳～12歳（①を除く） 22,615人 

計 26,619人 
 

（２）接種期間 

令和３年６月 24日から令和３年 11月 30日まで 
 

（３）接種方法 

① 接種方式 

市内医療機関での個別接種と集団接種を併用 

（その他の接種機会：職域接種、大規模会場での広域接種） 

② 実施機関 

榛原医師会、榛原総合病院で実施 

③ 集団実施会場 

静波体育館を基本とする 

半日を１回として、8月 16回、9月 26回、10月 28回、11月 11回 計 81回 
 

（４）接種スケジュール 
月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

高齢者 
   

 
   

高齢者等施
設従事者 

個別 
集団 

      

県大規模 

       

基礎疾患を
有する者 

個別 
集団 

      

県大規模 

         

12 歳～ 64
歳 

個別 
集団 
職域等 

      

保育園等関
係・放課後
児童クラブ 

個別 
   

   
   

小中学校 
関係 個別 

      

 

実施 

7/4･25、7/9･30、7/10･31 
※接種枠有効活用 

◆希望者把握 6/25〆、接種券配布（約 300 名） 

◆接種券送付申込 7/9〆 

◆予約受付 7/13～7/20 

◆接種券発送 7/7 

実施 8 月中旬～9 月下旬    

実施 6/26･7/17 

◆接種券送付申込 6/22〆、接種券配布（約 150 名） 

◆接種券発送 7/13～  

◆予約受付 7/20～8/9  60歳代から 10 歳刻みで週ごとに予約 

実施 9 月～11 月 

実施 7/6～8 月下旬 

実施 8/12～9 月下旬 

※接種枠有効活用 

実施 6/24～8 月中旬 

実施 



定例記者懇談会 資料№4  

令和３年６月 25日 

産業経済部商工観光課 

0548-53-2623 

 
令和 3年度 牧之原市の海水浴場の開設について 

 
 

１ 海水浴場の開設について  

今年は、来場されるみなさんの安心安全を確保し、海水浴場を開設します。 

緊急事態宣言などによる移動制限区域からの来訪制限や新型コロナウイルス感染

拡大予防対策を徹底して開設いたします。 

開 設 期 間 
静波海水浴場   7月 16日（金）～8月 31日（火） 

さがらサンビーチ 7月 16日（金）～8月 31日（火） 

駐 車 場 整 理 料 金 

徴 収 期 間 

静波海水浴場   7月 17日（土）～8月 22日（日） 

さがらサンビーチ 7月 24日（土）～8月 22日（日） 

駐 車 場 整 理 料 金 

（軽・普通自動車） 

静波海水浴場   800円 

さがらサンビーチ 600円 

※牧之原市民の方は、運転免許証（市内住所が記載されているこ

と。）を駐車場整理料金徴収員（整理員）に提示していただくと、

駐車場整理料金が無料になります。 

※ 期間中はライフセーバーが常駐しています。（午前 8 時 30 分～午後 5 時まで） 

※ 料金徴収期間以外は駐車場整理料金は掛かりません。 

※ 料金徴収期間中の徴収時間は、午前 7時から午後 3時までです。 

 

２ 海水浴場等における新型コロナウイルス感染の感染防止対策ガイドライン抜粋  

・過去２週間以内の体調不良者、海外から帰国・入国者ならびに、新型コロナウイ

ルス感染症に関わる健康観察対象者、自宅療養中の方は来場を控えること。 

・移動制限が発令されている地域からは来訪は自粛すること。 

・海水浴場へ行く前に体温測定、健康チェックすること。 

・ソーシャルディスタンスを確保すること。 

・グループの人たちと対面でなく横並びで座ること。 

・海水浴場が閉まった後は、速やかに帰宅すること。 

・海水浴場の近隣住民に感染を拡げないよう、ごみは持ち帰ること。 

・手洗いは３０秒程度かけて、水とせっけんで丁寧に洗うこと。  

 

３ 海岸および駐車場での注意点  

・できる限り、マスクの着用をお願いします。 

・熱中症や脱水に特に注意を呼びかけます。 

・家族、グループのうち一人はＣＯＣＯＡに登録するよう呼びかけます。 

 

※２、３については、海水浴場に看板を掲示し周知します。また、海岸砂地への入

り口を限定し、検温を実施します。 



                                   

 

（施策、イベント、行事等の名称） 

市内幼稚園・保育園への 

コールドディスペンサー寄贈式について 

問い合わせ先 

 牧之原市産業経済部お茶振興課 

 担当：清泉（しみず） 

 電話：0548-53-2621（直通） 

日 時 令和３年７月６日（火） 午前 10時から 

場 所 牧之原市菊川市学校組立牧之原保育園（牧之原市東萩間 1987-50） 

担 当 課 牧之原市お茶振興課 TEL 0548-53-2621 

 

【目 的】 厳しい暑さの中、子どもたちの水分補給と免疫力の向上、また地元の特産品 

      のお茶を身近に感じてもらうことを目的として、市内の幼稚園・保育園にコ 

ールドディスペンサーを寄贈します。 

 

【設置先】 市内に所在する幼稚園・保育園（小規模保育園、院内保育園含む） 

全 18園 計 20台 

       ※大規模園には園の意向を踏まえ、２台設置する園があります。 

 

【寄贈式】 寄贈先：牧之原保育園 

寄贈者：牧之原市長 

      内 容：園児へコールドディスペンサーを寄贈後、 

          コールドディスペンサーで作成したお茶で乾杯します。 

 

【その他】 ・昨年度、市内の小中学校へコールドディスペンサーを寄贈しており、 

       今回、幼稚園・保育園に設置することで、未就学児から義務教育期間の 

全ての子どもたちがお茶に親しむ 

機会を提供できることとなります。 

      ・コールドディスペンサーとともに、 

市内の茶商から買い上げた 

ティーバッグのお茶を提供します。 

 

 

 

                  ※昨年度の寄贈の様子（川崎小学校） 

（添付資料） 

  

牧之原市情報交流課 電話 0548-23-0040 / FAX 0548-23-0059 
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牧之原市竜巻等災害義援金の配分について 

（総務部総務課） 

 
１ 災害義援金の概要 
 

 ・名  称：令和３年５月１日牧之原市竜巻等災害義援金 

 ・期  間：令和３年５月10日(月)～令和３年７月30日(金) 

 ・受  付：牧之原市相良・榛原庁舎及び牧之原市健康福祉センターさざんか 

 ・受付金額：15,561,953円（令和３年６月24日現在）   

・義援金申請受付期間：令和３年６月28日(月)～令和３年８月６日(金) 

 

 

２ 牧之原市義援金配分委員会について 
 

 (１) 概要 

項目 内容 

開催日 令和３年６月23日(水) 

委員会委員 副市長、総務部長、危機管理監、企画政策部長、福祉こども部

長、民生児童委員協議会会長、地区長会代表 

委員会監事 牧之原市監査委員、公金収納取扱金融機関(スルガ銀行) 

オブザーバー ・静岡県健康福祉部福祉長寿局地域福祉課 

・日本赤十字社静岡県支部事業推進課 

議事 (１) 報告事項 

① 令和３年５月１日牧之原市竜巻等災害状況について 

② 義援金の考え方等について 

③ 牧之原市竜巻等義援金の受付状況 

(２) 協議事項 

 ① 牧之原市竜巻等災害義援金配分について 

 ② 今後のスケジュールについて 

 

 (２) 義援金配分委員会での決定事項 

    県の義援金配分委員会の配分を参考に、今回の被害状況を勘案して配分対

象、配分指数を決定する。 

   ア 配分対象者の取扱いは、申請主義とする。 

   イ 義援金の配分対象は、住家のみを対象とし、被害区分は、大規模から一

部損壊の５段階とする。 

   ウ 一部損壊の基準を市の災害見舞金要綱の半壊（５万円）相当を目安にす

る。 

   エ 配分計算は、各被害区分に割合を設定して、金額を計算する。 

借家は、一部損壊と同様の取扱いとする。 

   オ 配分金額の端数金額は、被害の大きい区分に配分する。 
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３ 配分対象及び配分額 
 

  配分は第１次、第２次の２回に分けて義援金を配分する。 

 (１) 第１次義援金の配分について 

・牧之原市竜巻等災害義援金は、申請があった被災者に下表により配分しま

す。 

 

 令和3年6月28日(月)～7月15日(木)までに申請があった世帯・・７月下旬支給予定 

令和3年7月16日(金)～8月 6日(金)までに申請があった世帯・・８月中旬支給予定  
 

分 類 被害区分  第１次配分金額 

住家被害 

大規模半壊 700千円 

中規模半壊 500千円 

半 壊 300千円 

準 半 壊 200千円 

一部損壊  20千円 

 

 (２) 第２次義援金の配分について 

・義援金の最終配分金額は、災害義援金受付期間終了後に、牧之原市義援金配

分委員会で決定した各被害区分の配分割合により決定します。 

  ・第２次（最終）配分は、令和３年９月末頃を予定しています。 
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